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１０
月
郷
日
、
本
年
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
で
あ
る
マ
レ

ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」
に
て
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
１１
番
目
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
■
年
３
月

の
正
式
加
盟
申
請
か
ら
■
年

７
か
月
を
要
し
た
同
国
に
と

マ
レ
ー
シ
ア
大
使
を
始
め
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
大
使
や
各
国
外

交
団
、
中
谷
　
一九
　

「日
本

・

東
テ

ィ
モ
ー
ル
友
好
議
連
会

長
」
（
前
防
衛
大
臣
）
等
、
関

係
者
を
招
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
周
知
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
主
催
者
は
、

“
月
１１
日
に
お
嬢
さ
ま
（成
人
）

を
伴

っ
て
着
任
さ
れ
た
ば
か
り

の
マ
リ
ア

・
テ
レ
ジ
ニ
ャ

・
ダ

・
シ
ル
バ

。
ヴ
ィ
エ
ガ
ス
駐
日

東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
使
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
国
た
る
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
初
代
大
使
で
す
。
同

大
使
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
周
到
な
準
備
に
努
め
、
参
加

者
に
感
謝
と
決
意
を
伝
え
、
初

め
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
裡

に
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
ヴ
ィ
エ
ガ
ス

大
使
に
つ
い
て
、
隊
員
の
皆
さ

ん

。
家
族
の
皆
さ
ん
、
本
紙
読

者
の
皆
さ
ん
に
、
少
し
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
我
が
国
が
ｍ

年
に
わ
た
り
友
好
協
力
関
係
を

維
持
し
、
重
視
し
て
来
た
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の

一
員
に
、
よ
う
や
く

な

っ
た
ア
ジ
ア
で

一
番
新
し
い

小
さ
な
国
、
残
念
な
が
ら
未
だ

馴
染
み
の
薄
い
東
テ
ィ
モ
ー
ル

に
つ
い
て
、
関
心
を
抱
い
て
い

た
だ
け
れ
は
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
、
２
０
０
２
年
５
月

”
日
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
独
立

回
復
と
共
に
国
交
を
樹
立
し
、

相
互
に
大
使
を
交
換
し
て
来
て

い
ま
す
。
一ワ
ィ
エ
ガ
ス
大
使
は
、

５
代
目
の
駐
日
入
使
で
す
が
、

初
め
て
の
女
性
大
慶
で
す
。

同
大
使
は
、
前
述
の
シ
ャ
ナ

ナ

・
ク
ス
マ
ン
首
相
と
同
じ
独

立
回
復
闘
争
の
英
雄
の

一
人
、

（故
）
マ

・
フ
ヌ
氏
の
奥
様
で

す
。
２４
年
間
に
わ
た
る
激
し
く

辛
い
独
立
回
復
闘
争
の
真

っ
只

中
に
あ

っ
て
、
顔
張
り
賃
か
れ

た
信
念
の
方
で
す
。
そ
し
て
、

独
立
回
復
後
は
、
多
く
の
人
々

に
手
を
差
し
の
べ
る
と
共
に
、

人
づ
く
り

ｏ
国
づ
く
り
に
汗
を

流
さ
れ
、
シ
ャ
ナ
ナ

・
ク
ス
マ

ン
首
相
が
党
首
を
務
め
る
Ｃ
Ｎ

Ｒ
Ｔ
党
の
有
力
女
性
政
治
家
と

し
て
活
躍
。
こ
れ
ま
で
、
内
閣

官
房
副
長
官
や
国
民
議
会
副
議

長
等
も
務
め
て
い
ま
す
。

（ち
な
み
に
、
２
０
２
５
年

版

「世
界
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
キ
ャ

ッ
フ
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」・
に
よ

る
と
、
調
査
し
た
■
４
８
か
国

中
、
日
本
の

「総
合
順
位
」
が

■
■
８
位
で
あ
る
の
に
対
し
、

東
テ

ィ
モ
ー
ル
は
８６
位
。
「
政

治
へ
の
関
与
」
に
関
し
て
は
、

日
本
は
■
２
５
位
と
東
テ
ィ
モ

ー
ル
の
７６
位
に
、
大
き
く
リ
ー

ド
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
例

と
し
て
、
衆
議
院
議
員
に
占
め

る
女
性
議
員
の
割
合
を
見
ま
す

と
、
全
４
６
５
名
中
７３
名
と
、

僅
か
“

・
７
％
に
留
ま

っ
て
い

ま
す
。
他
方
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

国
民
議
会

（
一
院
制
）
は
、
全

６５
名
の
３８

・
５
％
、
昴
名
が
女

性
議
員

レ^
そ
の
比
率
に
は
２
倍

以
上
の
ひ
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
）

ヴ
ィ
エ
ガ
ス
大
使
は
、
赴
任

さ
れ
る
ま
で
国
民
議
会
の
政
党

横
断
組
織
で
あ
る

「東
テ
ィ
モ

ー
ル

・
日
本
友
好
議
連
会
長
」

と
し
て
、
議
会
サ
イ
ド
か
ら
両

国
関
係
の
発
展
を
支
援
さ
れ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
人
を
魅
了
す

る
お
人
柄
の
親
国
家
で
す
。
駐

日
大
使
と
し
て
の
来
目
を
心
か

ら
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
に
、
防
衛
大
学
校
Ｌ
の
こ

縁
も
深
い
方
で
あ
る
こ
と
に
、

皆
さ
ん
は
驚
か
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ｃ
筆
者
は
既
に
１０
年
近

く
、
同
大
使
と
の
む
縁
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
の
不
思
議
な
む
縁
ｃ

実
は
、
大
使
の
む
子
息
は
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
高
校
を
卒
業
す

る
と
共
に
防
衛
大
学
校
に
５
年

間
留
学
さ
れ
、
既
に
２
０
２
０

年
３
月
に
優
秀
な
成
績
で
卒
業

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
在
学
中

に
日
本
語
検
定
試
験
の
難
関
Ｎ

東
テ
ィ
モ
ー
ル
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
、初
代
駐
日
大
使

２
に
も
合
格
。
筆
者
と
妻
は
、

彼
の
卒
業
を
祝
し
て
夕
食
を
共

に
し
ま
し
た
が
、
彼
の
達
成
感

に
満
ち
た
晴
れ
や
か
な
姿
が
遅

し
く
眩
し
か

っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
彼
は
現
在
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
国
軍

（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｄ
Ｔ

Ｌ
）
の
陸
軍
少
尉
と
し
て
活
躍

中
の
前
途
有
為
な
初
級
幹
部
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

筆
者
は
、
彼
が
防
大
在
学
中

の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
間
時
に
、

む
自
宅
に
お
伺
い
し
て
、
当
時

（
）健
在
だ

っ
た
父
親
の
マ

。
フ

ヌ
さ
ん
と
母
親
と
し
て
の
テ
レ

ジ
エ
ャ
さ
ん
に
お
会
い
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、遥
か
日
本
て

学
ぶ
息
子
を
心
配
し
、
ひ
た
す

ら
健
康
を
願
い
、
応
援
し
、
祈

り
続
け
る
我
が
子
を
思
う
母
親

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際

に
、
彼
女
は
、
息
子
の
防
大
留
学

に
つ
い
て
は
、
既
に
２
０
■
０

年
４
月
か
ら
防
大
留
学
を
開
始

さ
れ
て
い
た
シ
ャ
ナ
ナ

・
ク
ス

マ
ン
首
相
の
勧
め
を
受
け
、
彼

を
信
頼
し
て
決
断
し
た
こ
と
、

息
子
も
張
り
切

っ
て
防
大
留
学

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
な
ど

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

彼
女
に
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
の
は
、
Ю
月
Ｈ
日
に
成
田
空

港
に
大
使
と
し
て
到
着
さ
れ
た

と
き
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
ウ
ィ
エ
ガ
ス
大

使
は
、
防
大
が
な
る
横
須
賀
こ

出
身
の
小
泉
進
次
郎
防
衛
大
臣

に
対
す
る
表
敬
訪
間

。
懇
談
を

始
め
、
防
衛
省

。
自
衛
隊
の
皆

さ
ん
と
の
幅
広
い
交
流
等
を
通

じ
て
、
「
女
性

・
平
和

。
安
全

保
障

（
Ｗ
Ｐ
Ｓ
）
」

へ
の
認
知

向
上
や
推
進
に
向
け
た
連
携
、

受
託
教
育
の
拡
大
、
自
衛
隊
と

国
軍
と
の
マ
ル
チ
や
バ
イ
の
共

同
訓
続
の
実
施
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
に
と

っ
て
初
め
て
の
政
府
安

全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
）
の
速
や
か
な
実
施
等
、
新

た
な
分
野
を
含
む

一
層
緊
密
な

関
係
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
子
息
の
母
枚

・
防

衛
大
学
校
訪
問
さ
れ
、
久
保
文

明
学
校
長
表
敬
も
な
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
２
０
■
０
年

４
月
に
、
初
め
て
東
テ
ィ
モ
ー

ル
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
以

来
、
防
衛
省
、
防
衛
大
学
校
当

局
の

一
員
し
た
温
か
い
受
け
入

れ
に
対
し
て
は
、
留
学
生
を
送

り
出
す
東
テ
ィ
モ
ー
ル
サ
イ
ド

も
真
摯
に
応
え
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ

ち
、
大
使
に
は
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
国
防
省

。
国
軍
に
対
し
、
国

軍
の
将
来
を
担
う
女
性
を
含

む
若
く
て
優
秀
な
留
学
生
の

選
考

・
派
遣
を
強
く
求
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
主
国
家

。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
国
軍
に
と

っ
て
、
健
全
な

社
会
人
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド

を
有
し
、
優
秀
な
国
軍
幹
部

要
員
と
し
て
の
知
識

。
技
能

を
身
に
付
け
た
人
材
育
成

は
、
焦
層
の
急
で
す
。

防
衛
大
学
校
の
５
年
間
留

学
を
ク
ス
マ
ン
首
相
が
勧
め

る
根
拠
は
、
こ
こ
に
在
り
ま

す
。

北
原
　
巌
男

（き
た
は
ら
い

わ
お
）
　

一九
防
衛
施
設
庁
長

官
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

使
。
現
目
木
東
テ
ィ
モ
ー
ル

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

〈
バ
押
壮菫
す　
　
　
　
　
　
　
・

っ
て
、
歴
史
的
な
国
を
挙
げ
て

の
喜
び
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
現
地
で
開
催
さ
れ
た

「日

・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」

に
出
席
し
た
高
市
早
苗
首
相

に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ン
フ
ル

・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
首
相
が
最
初
に

紹
介
し
た
方
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

加
盟
を
成
し
遂
げ
た
シ
ャ
ナ
ナ

。
グ
ス
マ
ン
首
相
で
し
た
。
独

立
回
復
闘
争
時
代
か
ら
東
テ
ィ

モ
ー
ル
国
民
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
、
国
父
。
二
人
は
笑
顔
で
温

か
い

ハ
グ
等
の
挨
拶
を
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
日

・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」
の
席

上
、
高
市
首
相
は
日
本
国
民
を

代
表
し
て
、
ク
ス
マ
ン
首
相
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
の
祝
意
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
が
決
定
し

た
翌
２７
日
、
東
京
で
は
、
駐
日


